さくらルート１（六月二十八日）
「それじゃあ、今日はここまで。みんな、また明日ね～」

　沢野先生がそう言いながら教室を出ていき、それで本日の学校生活は終わりを告げた。

「ん～」

　大きく伸びをして、座りっぱなしで固まった身体をほぐしていく。

「し～んちゃん。帰ろ！」
「いや、用事あるから」

　近寄ってくる里美にそう言って、速攻背を向ける。

「え～、用事って何？」

「まあ、気にするな。ちょっとした用事ってやつだ」

　当然うそだ。今日は片づけに行く気もなく、完全にフリーだ。しかし、里美と一緒に帰るなんていう青春の一ページをどぶに捨てるような行為はごめんである。

「それじゃあ、私もその用事についていくよ」

「ついてくんなって。本当にたいしたことじゃないんだから」

「だったら、教えてくれたっていいじゃない。どんな用事なの？」

「そ、それは……」

　困った。里美を納得させるような言い訳が思い浮かばない。

「とにかく、つまんない用事なんだからお前はついてくんな！」

「やだ。ついてく」

　ひょっとしたら、こいつ。俺が暇なこと知ってるんじゃないか。

　それを知っててからかわれてるとしたら、逃げ道は……

「お前とは一緒にいたくないってはっきり言わないと、きっとそいつはわかんないわよ」

「……え？」

　そこでいきなり登場したのはさくらである。

　―――まずい！
　朝の一件以来、二人の中は最悪。休み時間も、顔を合わせるたびにお互いを罵りあっていた。

　それも、なぜか決まって俺のそばでやるものだから始末が悪い。

「まあ、豚に人間の言葉はわかんないってこと。真も豚なんかにつきまとわれて大変ね」

「なん……ですって。もう一度言ってみなさい！」

「ほら、やっぱり人間の言葉は理解できないのね。悪いけど、アタシは豚の言葉はしゃべれないの。わかるようには言い直せないわ」

「ふ……ふふふ……」
　壊れたような笑いを浮かべる里美。

　それと同時に、残っていたクラスメイトは我先に逃げ始めて―――
「そうだ、真。暇ならそんな豚にかまわないで、アタシにこの町を案内してくれない？」

「―――はあっ！？」

　俺を里美から引き離すこと。

　さくらにしてみれば、それは里美に対する最高のあてつけだ。

　しかし、俺としては巻き込まないでほしいのだが。
「なにいきなり言い出すのよ、このゴリラは。実はゴリラより知能が低かったの？」
「真が嫌がってるのに、それを気づかないあんたのほうがよっぽど知能は低いでしょ」

「しんちゃんは嫌がってなんかないわ。私としんちゃんの心はいつでも繋がっているのよ」

「想像もそこまでいくと立派だわ。脳に膿でもわいているのかしら」

　逃げたい。全身全霊をかけて、今この場から逃げだしたい。

「どうやら、あんたには何を言っても無駄みたいね」

　里美が肩幅に足を広げながらなんだかわからない構えを取る。
「へぇ、じゃあどうするって？」

　さくらも身体を半身にして構え、戦闘態勢に入っている。

「………………」

　どちらも、互いの間合いを探るようにじりじりと近づいていき――
　ちなみに、俺は今日の夕食はなにかなぁとか考えて現実逃避中である。

　先に動いたのはさくらだった。
　すばやい踏み切りからお得意の跳び蹴りで里美の顔面を狙う。

　どうでもいいが、ここに俺がいるのわかってるのか？

　ミニスカートで跳び蹴りって、中身丸見えなんだが。

「ちっ！」
　里美はそれを右腕だけで打ち払うと、左手で近くの机を掴み軽々持ち上げる。

「――――げっ」

「ふふ、死になさい！」

　自分に向かって投げられるそれを、さくらはぎりぎりしゃがんで避け、通り過ぎた机はなぜか俺のほうに向かってきていて―――って、ええ！？
「ぎぇええええええええええええ！！？」

　ズガシャァ！！

　そうして、俺の意識は闇へと落ちてしまった。

「う、う～ん」

　目を覚ますと、そこは見知った天井だった。

「俺の……部屋？」

「あっ、気づいたのね、真哉」

　俺のベッドの横にいるのは姉さんだ。

　いつの間に俺は帰ってきたんだろう？

「ねぇ、いったいなにがあったの？里美ちゃんと、他にもう一人の女の子が気絶した真哉を運んできたんだけど」

　なるほど。俺を運んでくれたのは、一応あいつらか。

「あの子達に理由を聞いたら、いきなり喧嘩を始めるんだもの。とりあえず、二人には帰ってもらったけど、状況が飲み込めなくて」

「姉さんが心配するようなことはないけど」
「そう？なら、いいんだけど」

「今何時？」

「七時くらいかな。ご飯、食べれる？」

「うん」

　ベッドから起き上がり、姉さんと一緒に下の階へ行く。

　結局、今日の放課後は無駄にしてしまった。

　それもこれもあいつらのせいだ。

　ああ、なんてついてない。
　どうして俺の周りはあんな女ばっかり……
　やめよ、考えたら悲しくなってきた。
共通ルート２へ

さくらルート２（六月二十九日）
「やっと終わったか」

　帰りのホームルームも終わり、ようやく自由になった俺。

「し～んちゃん。帰ろ」

　それと同時に里美がやってきて、さらに、

「あんたら、暇ねぇ」

　今日はさくらまで話しかけてきた。

「なによ、ゴリラ。私たちが暇だろうが、あんたには関係ないでしょ」

「まあ、そりゃそうなんだけど……部活とかはやってないわけ？」

「ん、一応入ってるぞ」

「へぇ、何部に入ってんの？」
「しんちゃんが何部に入ってるかを知ってどうする気？もしかして自分も入る気？そんなの認めないわよ」

「認めないって、それこそあんたには関係ないと思うんだけど」

「関係あるわ！しんちゃんのことは私のことも同じことなのよ！」

「あ～、このバカはほっといていいぞ」

「しんちゃん！」

「俺が入ってるのは化学部だよ」

「化学部？」

「ああ」

「真って、実験とかするの好きなの？」

「別に好きってわけじゃないけど」

「え……じゃあ、なんで化学部に？」

「顧問が沢野先生なんだ」

「沢野先生が顧問だから……もしかして、真。教師と教え子の禁断の恋に走るつもりなの！？」

「ええっ！？しんちゃん、そうだったの！」

「それはいろいろ大変よ。いくら沢野先生が美人だからって、その覚悟が―――」

「違うわボケ！話を最後まで聞け！」
　話が変な方向に行きかけるの黙らせる。
「化学部に入れば、化学の成績悪くても進級させてくれるって約束してくれたんだよ。先生が」

「うわ、きたなっ！」

「ほっとけ」

　化学は俺にとっては鬼門だ。なんせ何をやってるかさっぱりわからん。先生のこの提案がなければ、もしかしたら俺はもう一年、一年生をやっていたかもしれないほどだ。

「それじゃあ、真は化学部の幽霊部員なんだ」

「ああ。実験のたびに呼び出されて、生贄にされてるよ」

「なになに、生贄って？」

「……先生の変な発明の実験台」

　俺は、重い唇でその言葉を吐き出した。
「……真。顔色が悪いけど、そんなにひどい目にあったの？」

「ああ。できれば思い出したくない」

　ううっ、今思い出しても寒気がする。

　あの人の発明で何度死に掛けたことか。

「ふ～ん、なんか面白そうね。アタシも入ろっかな」
「ダメダメダメ！なんであんたが入ろうとしてんのよ！」

「別にあたしがどこの部活に入ったっていいでしょ」

「いいわけないわよ！」
「だから、なんでよ！」
「あ～、さくら。一応言っとくが、里美も化学部だぞ」

「え？」
　俺の言葉に、里美はなぜかえっへんと胸をそらしている。
「……これもいるの？」

「ああ、これもいるんだ」

「ちょっと二人とも、人のことを指差して『これ』は失礼じゃない！」

「考え直そうかな」
「お前なら、運動部のほうがいいんじゃないか？」

「こら～、無視するな～！」
「ほら、体育でバレーとかうまかったじゃないか」
「バレーね、それもいいかも」

「ふ～た～り～と～も～」
　そこでゴゴゴゴゴッという効果音が似合いそうな殺気が里美のほうから発せられてきた。

「さ、里美……」

「しんちゃん。私を無視して、そんなゴリラと話すなんてどういうつもり？」

「い、いや、そういうわけじゃ」

「まだわかんないの？真はあんたみたいな豚とは話したくないんだって」

　うわ～、そんな火に油を注ぐような発言を―――
「一回死になさい、このゴリラ！」
「死ぬのはあんたのほうよ！」

　そして、女二人の殴り合いが始まった。

　……よし、ここは見なかったことにしよう。

「じゃあ、俺帰るんで」

　かばんを掴み、全力で逃げ出す俺。

　日ごろから里美から逃げるのに慣れているので、回り込まれることなく教室を脱出することができた。
　そして、教室から出た瞬間。

　ズガガシャバギグシャガスゲスドグァッ！

　もうなんだかわからない激しい戦いの音が聞こえてくるのだった。
　……とりあえず、死人が出ないことだけ祈ってさっさと帰るべ。

共通ルート３へ

さくらルート３（七月一日）

　今日は姉さんが帰ってくるのが遅いので、必然的に食事当番は俺ということになる。

　しかし、俺。料理の腕は良くないというか悪い。

　そういうわけで、適当な惣菜を商店街で購入した。
「コロッケにポテトサラダ……飯ぐらいは炊けるから、あとは冷蔵庫の中の残り物で良いか」
「ふむふむ。真の今日の晩御飯はそれか」

「―――のわっ！？」

　スーパーの袋の中身を確かめていると、いきなり背後から袋を覗き込んでくる輩が現れた。
　あわてて振り返ると、私服のさくらが片手を挙げて、

「やっ、真」

「やっ、じゃねぇよ！驚かすなバカ」

「まあ、これくらい気にしない気にしない」

「気にするだろ。普通……」

　しかし、こいつには何を言っても無駄なようだ。気にしている素振りすら見せない。
「そういえば、お前は何でここにいるんだよ」

「アタシ？アタシも買い物よ。親父に頼まれて材料買ってこいって」
「へぇ、お前も料理とかするのか？」

「味のほうが恐ろしくて、作る勇気がないわ」

「………………」
　そうか、こいつも俺の仲間か。いるとこにはいるもんだ。

「何よ？」

「いや、別に……」

「――――とうっ！」

　げしっ

　いきなりさくらのチョップが俺の脳天に直撃する。
「いてぇな！なにすんだよ、いきなり！」

「あんたが、女の癖に料理もできないのかみたいな顔してるからでしょ」

「―――ばっ、別にそんなこと思ってねぇよ！」

「い～や、今の顔は絶対そう思ってた」
「思ってねぇ！俺も下手だから、こんなところに同類がいたのかって思っただけだ」

「それフォローになってないわよ」

「うるせえ。だいたい、今時、料理のできない女なんて珍しくもなんともないだろうが。なに気にしてんだよ」

「それはそうだけどさ」
「里美だってできないんだ。だからお前も気にする必要なんてないだろ」

「いや、そう言われると、あの豚と同類なんていやだからちょっとがんばろうかなって気になるけど」

「……お前、本当に里美には負けたくないんだな」
「そりゃあね。あれに負けるのは、なんか人間としての尊厳を失うような気がして」

　思えば、里美に対してここまでボロクソ言えるのはこいつくらいな気がする。

　たいていのやつは、あいつを恐れて何も言えないもんな。
「ってやばい。つい話し込んじゃった。早く買い物済ませないと」

「そっか。それじゃあ、がんばれよ」

「うん。真、また学校でね」

　そう言い残し、さくらは商店街へ走り出していった。

共通ルート５へ

さくらルート４（七月四日）
「真」

　帰ろうと思って教室から出たところで、後ろからさくらに声をかけられた。
「お疲れ、試験どうだった？」

　と言って、俺の肩をさくらが叩いた瞬間―――

「しんちゃんに触るなぁ！」

　ひゅっ
「わっ！？」

　里美のかばんがさくらの手へと振り下ろされ、さくらはあわてて手を引っ込めてそれをかわす。

「何すんのよ！危ないじゃない」

「しんちゃんに勝手に触るからよ！」

「別に肩叩くぐらいいいでしょうが！」

「良くないって何回言ったらわかるのよ！」

「がるるるる」
「ガウウウウ」

「はぁ……」

　犬のように向かい合って唸り始める二人。
　どうしてもため息が出てしまう。

「二人とも、テストで疲れてるんだから喧嘩はやめてくれ」

「……そうね。こんな豚と喧嘩しても何も得られないしね」
「……しんちゃんがそう言うんだったら、ゴリラのことなんて放っておくけど」
「何ですって！」

「何よ！」

「ああ、もうっ！」

　その二人の言葉でまた険悪な雰囲気になる二人。頼むから、勘弁してくれ。

「だから喧嘩はやめろ。いいな！」
「………………」
「………………」

　俺が怒鳴ると、二人はしぶしぶと頷いた。

「よし。それでいい。

　それで、さくら。俺に何か用か？」
　俺に話しかけてきた理由を聞くと、さくらはぽりぽりと頭をかいて、

「別に用ってほどのことじゃないわ。ただ、テストはどうだったって挨拶みたいなもんなんなんだけど」

「なんだそんなことか。

　俺は、まあまあだったよ。里美は、まあ例年通り絶望的みたいだけど」

「しんちゃん。それは言わないで」
　里見がそう言うと、さくらは嬉しそうに笑って、

「へぇ、あんたって頭悪いんだ。やっぱりね」

「やっぱりって何よ！」

「予想通りだなぁって思っただけよ」

「むきー！そういうあんたはどうなのよ！」

「アタシ？アタシは、今回の試験は成績に関係ないからいいの」

「は！？なんでよ？」

「アタシはこの間転校してきたばっかなのよ。テストなんてできるわけないじゃない」

「あれ……それじゃあ、お前の成績は何を元につけるんだ？」

「この学校に入るときにやった編入試験ね。だから、今やってる試験は、アタシの成績には参考程度にしか影響しないの。まあ、良い点取れば評価はされるでしょうけどね」
「そんなの卑怯よ！赤点とっても、成績の下がりようがないじゃない！」

「こっちは編入試験のときに勉強してるの。卑怯呼ばわりされるいわれはないわ」

　なるほど。確かに、転校したてじゃそれもしょうがないか。

　しかし、テストができなくても成績が下がらないってのはうらやましいよな。

「……そう、逃げる気なのね」
　すると、里見が突然そんなことを言い出した。

「逃げる？アタシが？」
　当然のごとく、さくらはそれに反応して―――

　まずい。これってまたいつもの展開じゃん！

「成績が下がらないからって、余裕ぶっこいてる。それって逃げてるのと同じことじゃない」

「なんですって！」

「どうせがんばっても私より良い点取れないんでしょ。だからそうやって逃げてる。はっきり言って無様ね」
「……いいわ。そこまで言うならやってやろうじゃない」

「へぇ、何をやるって？」
「一教科のテストの点数で、アタシと勝負よ！」

「ええ、望むところよ。それじゃあ、教科は……そうね、明日の保健体育なんてどう？」

「わかった。それで勝負よ」

「おーっほほほほほ。必ずぎゃふんと言わせてあげるわ」

「ふん。アタシに勝つ気なら、せめて豚から進化して人間にならないとね」

　お互いに額に青筋を浮かべながらにらみ合う。

　怖い。怖すぎる。

「そうだ。どうせ勝負するなら、何か賭けない？」
「そうね。それじゃあ、勝ったほうが、一日真を自由にできるってのは？」

「―――――はぁ！？」
「ぐふふ。いいわ、私が勝ってしんちゃんと甘い一日を過ごすのよ」
「ちょっと待て！俺の意見を―――」

「そううまくいくとは思わないことね」

「絶対ダメだ！そんな賭け認めな―――」

「ぐふふふふ」

「うふふふふ」

「俺を巻き込むなああああああああああああああああああ！！」
　その日、俺のかわいそうな悲鳴が学校中に響き渡ったのだった。

共通ルート６へ

さくらルート５（七月五日）
　俺が帰ろうと立ち上がると、バチバチとにらみ合っているさくらと里見の姿が見えた。

「悪いけど、勝負はアタシがもらったわ」

「せいぜい今のうちに吠えるがいいわ。私があんたみたいな低能に負けるわけないでしょ」

『ふっふっふ……』

　保健体育のテストの成績が良い方が、俺を一日自由にできるという勝負をしている二人。

　そろって不気味な笑いを浮かべていることから、ともに自信はあるらしい。

　しかし、二人に自信はあろうとも、俺には人権はないのだろうかと真剣に悩みたくなる今日この頃である。

「いい？しんちゃんと一日アツアツの時間を過ごすのは私よ。もうスウィートなホテルの予約まで取ってあるんだから」

「それは大変ね。キャンセル料もバカにならないんじゃない？」

「誰がキャンセルするもんですか」

「それじゃあ、一人でそんな場所に行くの？寂しいのね、あなたって」

「………………」

「………………」

　お互い罵りあいによる軽いジャブ。

　いつものごとく殺伐とした雰囲気があふれ始め―――
「はぁ……騒ぎが大きくなる前に帰ろっと」

　半ば人生をあきらめたようなため息をつきながら、俺は教室から逃げたのだった。

共通ルート７へ

さくらルート６（七月七日）
　まあ、ゲーセンに行くにしても、誰と行くか……
　淳は弱いしな。里見は強いけど論外だろ。

　他にうまそうなやつはと……

　そう思って見回すと、よくゲーセンで一緒につるむやつらはすでに教室にはいないようだった。
　まあ、いっか。ゲーセンに行けば誰かに会えるだろ。
　そうと決まればさっさと行くか。
　幸い、里見もテストの成績がやばかったのか放心して違う世界に旅立ってるみたいだしな。
　そういうわけで、適当に飯食ってからゲーセンにやってきた俺は、早速ガンシューティングをプレイ。

　コンテニューなしで楽々とクリアすると、続いてレースゲームでコースレコードをたたき出してやった。

　次にやったのは格闘ゲーム。前はまってたやつの続編が出ていたのでレッツプレイ。いろいろシステムが変わっていたので最初のほうは苦戦したが、次第に慣れてきた。そして、無謀にも俺に挑戦してきたやつがいたのでぼこぼこにしたり、ゲーセン仲間と合流して対戦したりした。

　そうこうしているうちに結構な時間が過ぎて―――
　そろそろ財布の中身も寂しくなってきたし、帰るか。
「俺、そろそろ帰るわ」

「おう、わかった」

「じゃ～な」

　ゲーセン仲間に別れを告げて、出口に向かうと見覚えのある後姿を発見した。

　長身のポニーテールの女。ありゃあ、間違いなくさくらだろう。

　なにやら真剣にクレーンゲームをやっているようだが……

「ああっ！？」

　あっ、失敗しやがった。

「ええい、もう一回！」

　再び百円玉を投入して再チャレンジ。そして、

「あうっ！？」

　失敗。
「なんの、まだまだ！」
　失敗。
「このっ、このっ！」

　失敗。
「行けぇ！」
　くどいようだが失敗。

　そんなことがしばらく続いて―――

「うがあああああああああああああ！！」
　あっ、キレた。

　頭を抱えて叫びだすさくら。はっきり言ってやかましい。

「こうなったら！」
　そしてどこからか金属バットを取り出すとそれを振りかぶりって、おい！
「何やってんだよ、落ち着け！」

　さくらを後ろから押さえつけてゲーム機から引き離す。

「これ壊れてんのよ！壊れた機械は叩いて直すのが基本でしょうが！」

「叩いてって、バットはまずいだろ！バットは！っていうか、なんでそんなもん持ち歩いてるんだよ！？」

「それくらい乙女のたしなみとして当然でしょうが！」

「そんな乙女のたしなみ嫌じゃ！」

「うっさいわね！あんたには関係ない……って、真？」

　こっちを振り向いて、ようやく俺だということに気づいたらしい。

　それでどうにか暴れるのは止めてくれた。

「落ち着いたか？」

「あ、うん」

「ふう……」

　ため息をつきながらさくらを開放し、こっちを向かせる。

「お前な。自分が下手だからって機械に当たるのは良くないぞ」

「それはわかってるんだけど……なんていうか、その、その場の勢いってやつ」

「あのな」
「だいたい、これが悪いのよ。全然景品取れないし」

「それはお前が下手だからだろ」

「そんなことないわよ！」

「ホントか～？」

「う、疑いのまなざし。じゃあ、あんたはできるっていうの？」

「当たり前だろ。こんなの楽勝だぜ」

「じゃあ、やって見せてよ」

「ああ」

　百円を台に入れ、ゲームを起動させる。
「どれ取って欲しいんだ？」

「え、あ、そこにあるやつ」

「ああ、これね」

　さくらが指したのは、おそらくはカバのぬいぐるみだ。

　……待てよ。この状態なら、あれができるんじゃないか？

　カバのぬいぐるみの隣にある、謎の人形とのダブルゲットが！

　ここはやるしかあるまい。大技を決めて、俺の腕を見せ付けてやろうじゃないか。

　目標の位置まで慎重にクレーンを動かす。二個ゲットを狙っている以上、少しのずれも許されない。
「よし、ここだな」
　クレーンを降ろしてカバのぬいぐるみと人形を挟む。

　それをゆっくり持ち上げて―――

「うわっ、二個同時！？」

「へへっ、俺の腕なら可能なんだよ」

　ちょっぴり天狗になりつつ、それをそのまま運び―――

　ゲッツ！

「ほらよ」

　取ったぬいぐるみと人形をさくらに向かって投げ渡す。

「あ、ありがと」

「まったく、こんなカバのぬいぐるみ一つにあそこまでムキになるなんて、そんなに欲しかったのか、それ？」

「うん。なんかこの目が気に入っちゃって」

「そのやる気のなさそうな目が？」

「いいじゃない、別に」

　まあ、確かに。

「でも、真。こっちの人形までは別に欲しくなかったんだけど」

「いや、まあ、そう言わずについでだからもらってくれよ」

「う～ん……でも、ちょっとこれ、不気味じゃない」

　さくらの手の中にあるそれは、ぼさぼさの長い髪のおそらく女の子の人形だ。

　なんだけど、やたら長い髪のせいで顔が隠れ、そうとう不気味なのだ。なんか、テレビから出てきてもおかしくないような感じだ。
　しかも、

「ケタ、ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタ」

　なんかその人形から不気味な笑い声がするんだけど。

「お、おい。さくら。お前、何したんだよ？」
「わかんないわよ。どっか押したのかしら？」
「ケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタケタ」

「怖っ！」

「う～ん、この辺押せば……ふぅ、ようやく止まった」

　さくらが人形の背中を押すと、ようやく笑い声が止まった。

　こ、怖すぎるぞ、この人形。

　それなのに、さくらはカバのぬいぐるみと同様にそれをしまい―――

「ちょっ、さくら。それ、どっかに捨てた方がいいんじゃ……」

「ん～、変なもの憑いてなさそうだし大丈夫でしょ。せっかく真が取ってくれたんだからもらっとくわ」
「変なものって、お前な……」
「何、真。怖いの？」

「―――ばっ、んなわけあるか！」

「お～お～、強がっちゃってまあ」

　虚勢を張る俺に、さくらが小さく笑う。

　くっ、俺の腕を見せ付けるどころか、そのせいでバカにされてるじゃないか！
「あははっ。まあ、真のこと少し見直したわ。人間、誰にでもあるのね、取り柄って」

「バカにしてんのか褒めてんのか？」

「アタシは褒めてるつもりよ」

「ああ、そうですか」
　惨めだ。微妙に泣きたいくらい。

「帰る」

「ちょっと待ってよ、真」

　後ろ手に手を振って帰ろうとしたところをさくらに呼び止められる。

「なんだよ？」

「これのお金。やっぱりあんたに払うよ」

　そう言って指したのはぬいぐるみと人形がしまってある場所。
「百円ぐらいいいって。お前にやる」

「……いいの？」
「ああ。存分にかわいがってやってくれ。名前をつけるなり、会話するなり」

　そこまで言って、あの人形が本当にしゃべりだすところを想像してしまった。
　ぶるぶる。こ、怖いって。
「……ありがと」

「ん。じゃあな」

「うん、また明日ね」

　こうして俺はさくらと別れて家に帰ったのだった。

共通ルート９へ

さくらルート７（七月九日）

　と、いうわけで運命の放課後。

　俺とさくらはそろって化学準備室に呼び出されていた。
「なんでアタシまで呼び出されなきゃいけないのよ。テストは成績に関係ないって言ってたのに」

「お前は、編入試験が悪かったんだろ。いい加減あきらめろよ」

「だいたい、あの豚はどこいったのよ？あいつだって赤点でしょ」

「里美なら、もうこの中にいると思うぞ」

　化学準備室のほうを指差して言う。

　なんかドアを開ける前から得体の知れない雰囲気を感じるのは俺だけだろうか？

「真、先入ってよ」
「俺から！？」
「うん、男でしょ」
「いや、ここはレディファーストっていう言葉もあるくらいだし」

「いいから！」

「―――うっ」

　さくらに睨まれ言葉を失う。どうやら覚悟を決めるしかなさそうだ。
　とりあえず軽くノック。
「………………」

　返事がない。ただの屍のようだ――って、ただのドアなんだけどね。
「いないの？」

「まさか。呼び出しといてそれはないだろ」

　ドアに手をかけると、どうやら鍵はかかってないらしい。

「………………」

　さくらと軽く目配せすると、顎で行けと指される。

　しょうがない。

「しつれいしま～す」
　恐る恐るドアをスライドさせて、化学準備室の中に足を踏み入れる。

　がしゃん　がしゃん　がしゃん　がしゃん

「…………へ？」

　その瞬間だった。両手両足首に手術台のようなものから伸びた枷がつけられ、次の瞬間にはそれに引っ張られて手術台のようなものの上に投げ出される。
「うわわわわっ！？」

「真！？」

　暴れても、びくともしない枷。そして、最後に腰の部分まで拘束され、完全に身動きが取れなくなる。

　タララッタ　タタタ　タララッタ　タタタ　タララッタタタタ・タ・タ・タ♪

　なんか三分で料理を作りますっていう音楽が流れてきた。そして、
「沢野と」

「大貫の」

『三分リーマドゥリング！』
「なんかもう、勘弁してください」

　ノリノリで出てきた沢野先生と里美に、俺はすぐさま謝ったのだった。

「私の研究室へようこそ。中根、山吹」

「ようこそじゃないですよ。いきなり拘束しないでください！」

「そんなセリフは、赤点を卒業してからにするのね」

「ぐっ……」

　それを言われると悔しいが言い返せない。

「だ、だいたい、リーマドゥリングってなんなんですか？」

　なもんで、苦し紛れに話を逸らす。

「ｒｅｍｏｄｅｌ……改造するって意味よ。それの進行形ね」

「へぇ、改造……

　って、なんだって～～～～～～～！！？」

　改造って、つまり改造で、俺が改造されて、改造されんのか？

　やばい、混乱して自分で何考えてるかわかんなくなってる！

「ちょっと待ってくださいよ！」
「大丈夫よ。痛くしないから」
「そういう問題じゃなくてですね」

「つべこべうるさいな。中根だって男の子なんだから、バッタ型改造人間に憧れたことぐらいあるでしょ？」

「そりゃあありますけど、憧れと現実は別―――」

「心配しなくても、ドリルとかロケットパンチはちゃんとつけるから」

　ドリル……ロケットパンチ……

　―――ハッ！いかん、何ちょっとカッコいいとか思ってる、俺！

「他にも足から火を出して飛んだり」

　空を飛べるのか……

　――――って、落ち着け、俺！

「後、自爆装置は必須よね」

「い～や～じゃああああああああ！！」

「それじゃあ中根も納得したところで、助手の大貫君。メスを取ってくれたまえ」

「はい、先生」

　里美がやけに大振りなメスを先生に手渡す。
「それと、助手二号の山吹君」

「え、あ、アタシ？」

「ドリルを取ってくれたまえ」
「えっと、これですか？」

「ドリルといったらそれに決まっているだろう。早くしなさい！」

「はあ」

　さくらが納得しない様子ながらも、それを沢野先生に手渡す。

　そのドリルは、明らかに医療に使うものではない。なんというか、いわゆるスーパーロボットとかについてそうなドリルだ。それがキュウイイイインと音を立てて高速回転し始める。

　誰か助けて！

「中根。電子レンジの中に完成品があったりしないから、あきらめてね」
「待ってくださいって！そんなドリル、俺死んだらどうするんですか！」

「そこら辺はほら、ノリと根性と気合で」

「なんとかなりませんよ！俺に人権ないんですか！」

「テストで赤点取るようじゃね～」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああ！！」

　回転するドリルが迫ってくる。

　小学三年の冬、里美にどぶ川に叩き落されて溺れ死にそうになったことが頭をよぎった。

　小学五年の夏、スイカ割りで里美の木刀が俺の頭を直撃して生死をさまよったことが頭をよぎった。
　中学二年の春、里美に吹っ飛ばされ、桜の木に直撃して危うく自縛霊になるかもしれなかったことが頭をよぎった。
　高校一年の秋、文化祭のお化け屋敷で里美を脅かしたらぼこぼこにされて一週間ほど入院したことが頭をよぎった。
　その他にも、今までの思い出が走馬灯として現れる。

　――――が、

「こんな嫌な思い出ばっかで、死んでも死にきれるか～～～～～！！！」

　そう俺が叫んだ瞬間だった。

　回転していたドリルから、いきなり火花が散り、次の瞬間―――

　ちょど～～～～～ん
　爆発したのだった。

　もうヤダ……こんな人生……
　その後、爆発によって拘束が外れた俺は、気絶している他の三人を置いて逃げ帰ったのだった。

共通ルート１１へ

さくらルート８（七月十日）

「髪でも切りに行くよ。ちょっと伸びてきたし」

「そう。もう夏だし、ちょうどいいかもね」

　じゃあ、そうと決まれば、さっさと食って行きますか。
「ごちそうさまでした」
「お粗末さまでした」

「それじゃあ、姉さん。行ってくるね」
「って、もう？あわただしいわね」

「いいじゃん。思いたったら吉って言うし」
「ああ、行くのはいいから、ちゃんと食器を水につけてから行ってよ」

「は～い」

　言われたとおりに、食器を流しに下げて水につける。

「それじゃあ、いってきま～す」

「いってらっしゃい」

　そして、俺は休日の街に向かって出かけたのだった。

　というわけで、じょきじょきと髪を切り、少しさっぱりした俺。
　帰る時間にはまだ早いし、なんかやっていこうかな。
「うげっ」

「ぐはっ」

　と思って歩いていたら、路地から変な悲鳴が聞こえてきた。

　なんだ、ケンカか？

　と言っても、触らぬ神に祟りなし。ここは無視して通り過ぎ――

「このアマぁ！」

「ふん。ナイフなんか出してどうするつもり？」

　ようとして、今の声を聞いて立ち止まった。

　今の声って、もしかしなくてもさくらだよな。しかも、相手がナイフ出したって！
「さくら！！」

　あわてて取って返して路地を覗き込むと、

「おりゃあ！」
　どげしっ

「ひでぶっ！」

　さくらの跳び蹴りが、不良っぽいやつの顔面に突き刺さっているところを目撃した。
　不良はそのまま吹っ飛び、白目をむいて動かなくなる。

「さ～ってと……」

　それを確認するとさくらはその倒れた不良に近づいて、がさごそと懐を漁り始めた。そして、財布らしきものを発見すると中身を確認。

「はぁ、かつあげしてるだけのことはあるわ。たいして入ってないじゃない」
「って、何やってんだ、お前！」

　さくらの行為に思わず突っ込んでしまう。
「ん、あら、真じゃない。どうしたの？」

「どうしたのって、それはこっちのセリフだ！何やってんだよ、お前は！」

「何って、かつあげ狩りだけど？」
「かつあげ狩りって……それって、かつあげしているやつを狙ってかつあげするのか？」

「そうよ」

　俺の問いに、さくらは満面の笑みで答えた。
　思わずその笑顔にぞっとしてしまう。

「かつあげしているやつらって、自分が悪いことしてるんだから通報しようがないからね。殴り放題なんだもん。いいストレス発散になるのよ」

「ストレス発散ってお前……」

「それにこいつらの財布の中身をいただけるなんてまさに一石二鳥でしょ。まあ、あんま持っているやつって少ないんだけどね」

「そ、そうか……」
　さすがさくら。人の血を吸って美しくなるとか言うだけのことはある。
「それで、真は何して……って、あんた髪切ったの？」

「ん、ああ。夏だしな」

「ふ～ん。まあ、結構似合ってるしいいんじゃない？」
「あ、ありがと」

　髪型を褒められるなんて初めてで、ちょっと照れてしまう。

「それで、真はこれから暇？」

「暇って言ったら暇だけど、なんだ？」

「ちょっと私に付き合わない？臨時収入が入ったからね、奢ってあげるわよ」
「臨時収入って、今ここに倒れているやつらから奪った金かよ」
「細かいことはいいでしょ。ほらっ、行くわよ」

「って、引っ張るなよ、バカ！」

　そのあと、さくらに引っ張られてクレープ屋やらに連れて行かれたりしたで、一日を潰すことになったのだった。

共通ルート１２へ
さくらルート９（七月十二日）

　なんとか里美の追撃を振り切り、一人で帰る平和な道路。

　最近、里美の動きが読めるようになってきた。

　長年の研究の賜物である。

　しかし、将来使えるかどうかわからないスキルだが……

　まあ、何はともあれ、今が平穏無事であることがなによりなのだ。

　それ以上望むのは欲張りなのかもしれない。
　そんなことを考えながら、ちょうど交差点に差し掛かったときだった。
「ちっちっちっち……おいでおいで」
　ふとそっちを見ると、しゃがみながらさくらがそんなことを言っていた。
　その視線の先を追うと、小さな三毛猫がいた。それに向かって呼びかけているらしい。

「おいでおいで、怖くないよ」
　さくらは、普段からは想像できないくらい優しい声で猫に話しかける。

　どうやら、さくらは俺の存在には気づいていないようだ。

　よし、せっかくだ。脅かしてやろう。

「ほら、にぼしもあるよ。おいしいよ～」
　さくらがスカートのポケットからにぼしを取り出して、ふるふると振る。
「に～」
　そんなにぼしに釣られたのか、三毛猫は徐々にさくらに近づいていく。
「いい子だね～」
「に～」
　さくらがにぼしを道路に置くと、猫はそれをはぐはぐと食べ始めた。

　それを見たさくらは、優しい微笑を浮かべながら三毛猫をそっとなでる。

「可愛い♪」

「な～にが『可愛い♪』だよ」

「―――――ひっ！！？」

「ふぎゃあ！！？」

　俺が声をかけた瞬間、さくらは固まり三毛猫はあっという間に逃げ出してしまった。

「ししししししし真！！？」

「よっ」

「み、見てたの！？」

「ああ。それにしても、にぼしまで持ち歩いてるなんてな」

「うっ……そんなところから……」

　見ていたのは正確にはもっと前からだが、まあ、言う必要はないだろう。

「お前、猫が好きだったんだな」

「い、いいでしょ、それくらい」

　なぜか知らんが、さくらは真っ赤になってうつむいている。

「何を照れてるんだよ、お前は。猫好きなんて、そこら辺に転がっているだろ」

「それはそうかもしれないけど……」

　いったい、こいつは何を照れてるんだか。俺にはさっぱりわからない。

「そ、それじゃあアタシは帰るから。また明日！」
「あ、おい」

　さくらはこっちの返事も聞かずに走っていってしまった。

「なんだ、あいつ？」
　まあいいか。さくらの驚いた顔も見れたし。

　そう思って、俺のほうも再び自宅に向かって歩き出したのだった。
共通ルート１４へ

さくらルート１０（七月十三日）

「フッフッフッフッフ……」

「クックックックック……」

　いきなりだが、俺の目の前でさくらと里美が向き合って笑い合っていたる。

　二人の手には、つい先ほど帰ってきた保健体育の答案用紙。

　そう、ついに俺非公認の勝負の結果が明らかになろうとしているのだ！

　ちなみに俺は泣きそうだ！
　誰かぁ～助けてくれ～

「どうする？謝って逃げるなら今のうちよ」

「誰が。人間のアタシが、豚に負けるわけないじゃない」

「な～にを言っているのかしらこのゴリラは。脳みそまで筋肉になっているみたいね」

「うふふふふふっ」

「あはははははっ」

　二人とも、笑ってはいるが目が完全に据わっている。

　一般人の俺にとっては怖過ぎる。
　これはもう、逃げなきゃダメだ。

　逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ、逃げなきゃダメだ―――

「さらばっ！」

　がしぃっ

　脱兎のごとく逃げ出そうとした瞬間、両肩をそれぞれさくらと里美に掴まれた。
「真。悪いけど、逃がさないわよ」

「しんちゃん。どこに行く気なのかな？」

「うぅ……誰か助けて……」
　結局俺は無理やり椅子に座らされ、二人の監視下に置かれることになった。
　ああ、どこの神様でもいいから助けてください。

　今助けてくれるならもれなくあなたの信者になります。

　ヘルプ　ミー　プリィィィィィィィィィズ！！

「さて、それじゃあそろそろ結果発表といきましょうか」

「そうね。あんたの泣き顔が目に浮かぶようだわ」

　もうどうでもいいから早く終わらせて開放してください。

「それじゃあ――」

「せーので――」

『せーのっ！』

　ばんっという効果音が聞こえてきそうな勢いで、二人がいっせいに答案同士を前に出した。

　果たして、その結果は―――（次号に続く）

　って、続くかぁぁぁぁ！！現実逃避している場合ではない。

　今はこの現実を受け止め、それの被害が最小限になる方法を考えなくては！

　では、気を取り直して、その結果は―――
　山吹さくら　　　　　８４点

　大貫里美　　　　　　８３点

　

　ってことは、この勝負―――
「うっしゃああああああああああああああああああああああああ！！」

　さくらのガッツポーズとともに、勝利の雄叫びが当たりに響き渡った。

「うそ……うそよ、こんなの。私が負けるなんて……」
　対する里美は床に膝を突いて放心している。

「どう、これでわかったかしら？所詮豚の頭じゃ人間様には敵わないことが！」

「何よ、たかが一点違いじゃない！」

「一点とはいえ、アタシの勝ちは勝ち。あんたがどんな屁理屈をこねたところで、この結果はひっくり返らないわ」

「くぅ……おのれぇ……」

「里美……今回はお前の負けだ。あきらめろ」

「しんちゃん……ごめんね。私がいたらなかったばっかりに、しんちゃんをこんな猛獣の生贄にさせちゃうなんて」
　里美が俺の肩に手を置いて泣きながらそんなことを言ってくる。

「しんちゃん。どうか無事に帰ってきて、恨むならこんな女に負けた里美を恨んで！」

　そして、あっという間に教室を出ていってしまった。

「相変わらずわけわかんねぇな、あいつは…」

「ふん、負け犬の遠吠えね」
　さて、何はともあれ里美という危険因子は去った。

　残る問題は、もう一人の危険因子であるこいつからどうやって逃げるかだ。

「ねぇ、真。賭けの事、覚えているわよね？」

「俺は認めていないからな」
「またまた～、そんなこと言っちゃって」

「認めてないからな！」

「それで、今度の日曜なんだけど」

「認めてな―――」

「うるさい！」

　どがっ！

「あ、あうぅ……」
　脳天にかかと落としをくらい、頭が真っ白になる。

　星が……星が見えるよ……

「それで、今度の日曜日だけどね」

　そんな俺をよそにさくらがなんか言っている。

　ああ、今ので絶対どっかの記憶がクラッシュしたって。

「それじゃあ、日曜日の公園、朝十時に集合ね。忘れないでよ」

「あうあうあうあ……」
「ほんじゃね～」

　さくらは俺の返事すら聞かずに、言いたいことだけ言って行ってしまった。

「あうあうあううあ……」
　このあと俺は、見回りに来た沢野先生に発見されるまで、わけのわからない言葉を放ち続けていたという。
共通ルート１５へ

さくらルート１１（七月十四日）

　ホームルームが終わると同時に、まるで謀ったように降りだした雨。

　今現在の教室では、傘を忘れたやつが持っているやつに入れてくれと交渉している真っ最中である。

「ああ、姉さんありがとう」

　俺はそんな連中をよそに、かばんから折り畳み傘を取り出した。

　姉さんの忠告がなければ、俺もあの連中と同じように交渉に励まなくてはならなかったはずだ。

　里美のやつは本日日直。職員室に日誌を届けに行っている間にさっさと帰ってしまわないと―――

「真。傘持ってるんだ？」

　席を立ったところで話しかけてきたのはさくらだ。
「なんだ？」

「いや、その、真は傘持ってるんだなぁ～って」

「ああ、持ってきてるぞ」

「ふ～ん」

　どうやらこいつは傘を忘れたらしい。
　何かを期待するような目で訴えかけてきている。

「言っとくが入れないぞ」

「そんな！」

「俺に頼む前に他の女子に当たれよ」

「もういないからあんたに頼んでるんじゃない」

　確かに、教室にはもう女子は残っていないようだ。みんな部活に行くなり帰るなりしたのだろう。

「……たぶん、里美が傘持ってるぞ。あいつは職員室に行ってるだけだからすぐに―――」

「冗談！あの豚の体積じゃ、一緒の傘なんて入れるわけないでしょうが」

「……それもそうだな」

「そうでしょ。だから、あんたの傘に――」

「やだ」

「女の子を雨に濡らせて一人で帰るなんて、良心が痛んだりしないの！」

「しない」
「ひどい！アタシが風邪引いたらどうする気なの！」

「別にどうもしない」

「ああ、なんて薄情なやつなの。いいわ。このまま濡れて帰って、肺炎になって死んだら末代まで呪い続けてやる」

「………………」

「遺書にちゃんと書かなきゃ。中根真哉に傘に入れてもらえなかったから死にます。親父、恨むならこの薄情者を――」

「ああ、もう、わかったよ！入れればいいんだろ入れれば」

「本当？ありがとう、やっぱりあんたは良いやつだわ」
　さくらは強引に俺に握手して上下にぶんぶん振る。

　力の加減を間違えているせいか結構痛い。
「離せ！さっさと帰るぞ」

「うんうん」

　こうして、さくらと一緒に帰ることになってしまった俺。

　雨の住宅街をひとつの傘で並んで歩く。

「真。ちっちゃい傘なんだからもっとこっち寄りなさいよ。それじゃあ、あんたが濡れちゃうじゃない」

「お前は自分が濡れなきゃいいだろ。俺のことはほっとけ」
「な～に照れてんのよ」

「うるせえ」
　里美以外の女とアイアイ傘なんてするの初めてなのだ。

　いくら乱暴なやつとは言え、顔が顔だけに照れるものは照れる。
　おまけに、周りで帰っている他の生徒たちがちらちらとこっち見てくるし……

　俺は里美に追い掛け回されている不幸な男、沢野先生の実験台にされる生贄、淳のただ一人の男友達として男女共通の有名人なのだ。その俺が別の女、しかも美人とこんな風に帰っているというのは……
　里美には隠しようがないな、これは。

　ああ、後が怖い。

「あ、真。アタシこっちだから」

「ん」

　さくらに飛び蹴りをかまされた交差点まで来たみたいだ。

　俺はさくらの指す方向に進もうとして――

「って、真。ここまででいいよ」

「は？」

「真の家ってこっちじゃないでしょ。ここまで入れてくれて、ありがとね」

「何言ってんだ、お前？」

「何って」

「せっかく傘に入れてやったのにここから濡れる気か？それじゃあ、ここまで送った意味ないだろうが」

「それは、そうだけど……良いわけ？遠回りになるでしょ」

「たいして変わらねぇよ。ほら、さっさと行くぞ」

「あ、うん」
　いつもとは違う道を歩く。

　ここら辺は俺もあまり来たことがなくてなかなか新鮮だ。

「ねぇ、真」

「あん？」

「さっきまで嫌がってたのに、どうして最後まで送ってくれんのよ？」
「さっきも言っただろ。お前が濡れたら、俺がいやいやお前を送ってきた意味がなくなるだろうが」
「………………」

「俺はお前に傘に入れてやるって言ったんだ。その責任は果たすさ」

「……ふ～ん。あっ、ここアタシの家」
　住宅街の一角。そこにあるいたって普通の家の表札に山吹の名前が書いてあった。

「じゃあ、わざわざありがとうね」

「ん。もう傘忘れんなよ」

「ははは、努力する」

「それともう一つ。今日のこと、里美とはできるだけ穏便に解決してくれ」

「……それは無理かも。まあ、できるだけ努力はしてみるよ」

「頼む」

　そうでないと俺の命に関わるかもしれない。

　こんな理由で死にたくないもんな。

「それじゃあ、俺は帰るな」

「あっ、そうだ。どうせならお茶でも飲んでってよ」

「いや、別に―――」

「ダ～メ。いいから上がっていきなさい」

「おわっ、引っ張るなよ！」

　そのまま俺は、半ば強引にさくらの家に上がらされた。
　山吹家のリビングにて、ソファーに座ってさくらを待つ。

　今、さくらは着替え＆飲み物を取りにしばらく席をはずしているのだ。
　あんまり人の家をじろじろと見るのも失礼だと思うので、何もせずにボーっとしているのだが、なかなかに暇である。
　そんな時、背後に人の気配が現れた。幾分早い気もするが、どうやらさくらが戻ってきたらしい。
「さくら。ずいぶん早かっ……」

「………………」

　俺は振り返りながらそう言って固まった。

　俺の背後にいたのは、サングラスに黒服の上からでもわかるほどのがたいの良い体をした男だ。なんかもう、拳銃の一丁や二丁、懐に忍ばせてますぜって感じが全身からほとばしっている。

「………………」

「………………」

　数秒ほど、その男と無言で見つめ合い―――
　って、何？もしかして強盗？えっ、うそ、冗談でしょ！？

　ど、どうする、俺？

　まあ、待て。まだホールドアップとか言われてないんだから、相手が強盗と決め付けるのは早い。

　ここはまず冷静に話をして、彼が何者であるかを確かめるべきだ。

　決して足がすくんで動けないから言っている言い訳じゃないぞ、うん。

「おい」

「は、はいぃっ！」

　どこら辺が冷静なのか。あまりの恐怖で声が裏返っている自分がすこし情けない。

「君は誰だ？」

「ぼぼぼぼ、僕は中根真哉と申しまして決して怪しいものではなく――」

「ふむ、娘の知り合いかい？」

「娘……？」

「さくらの知り合いかと聞いているんだ」
「は、はい！ぼ、僕とさくらさんはクラスメイトです、はい」

　ううっ、ってことはこの人、さくらの父親？マジで？
「あのさくらがただのクラスメイトを家に招くはずはないだろうからな。

　よし、君。立ちたまえ」

「え、あ、はい」
　ソファーから立つと上から下まで舐めるように見られる。

「ふむ。身長はそれほどでもないが、それなりに鍛えてあるようだな……よかろう」

「……はい？」

　いったい何がでしょう？

「さくらとの交際を認めてやろう」

「は……でぇえええええええええええええええええええええええええ！！？」

　いきなりのさくら父の発言に、跳び上がるようにして驚いてしまう。

「なに、照れなくとも良い。それで、一つ聞くが、娘とはもうヤったのか？」

「ななななななななにをでしょうか！？」

「はははは。なにをもなにも決まっているだろう。親の私が言うのもなんだが、さくらは良い身体しているだろう。で、どうだった、味のほう―――」

　どげしっ！
　彼が言葉を続けるよりも先に、いきなりやってきたさくらの跳び蹴りが彼の後頭部に突き刺さった。

「………………」

　ゆっくりと倒れていくさくら父。それを唖然としながら見守る俺。

「お待たせ、真。紅茶でいいよね」

　そして、何事もなかったように男を踏みながら声をかけてくるさくら。

　というか、紅茶が乗ったお盆を持ちながら跳び蹴りして、一滴もこぼしてないのはいったいどんなバランス感覚なのか。

「さ、さくら……親を足蹴にするのは、父はどうかと思うのだが」

「いきなり人の友達に向かって変な話を始めようとする人、親でもなんでもないわ」

「そ、そんな……」
「だいたい、なんでこんな時間に親父が家にいるのよ。仕事サボったっての？」

「この偉大な父が仕事をサボったりするか！この間休日出勤した代わりに、今日が休みになったと朝言っただろう」

「そうだっけ？まあいいや、それより―――」
「ふぎゃあっ」
　足首にひねりを加えて父親を踏み直してから、さくらは笑顔でこっちにやってきた。

「はい、紅茶」

「あ、ありがとう」

「ほらっ、突っ立ってないで座りなって」

「お、おう」

　さくらに言われ、ソファーに座りなおす。その向かいにはテーブルを挟んでさくらが座り、持ってきた紅茶を飲み始める。

「あんたも飲みなさいって。せっかく持ってきたんだから」

「そ、そうだな」
　ティーカップに口をつけるとほのかな苦味と甘味が広がり、雨で冷えていた身体が温まる。

　しかし、どうにも気になるのが後ろで倒れている物体である。

　さっきから「あ～」だの「う～」だの唸り続けている。

「……なあ、さくら」

「ん、なに？」

「あのさ、その……放っておいていいのか？」

　後ろを指しながら聞いてみる。

「いいのよ。あっ、気になる？」

「まあ、気になるっちゃ気になるんだが」

　めちゃくちゃ気になります。

「それじゃあ、そうね。家の外にでも放り出そうか？」

「家の外って、まだ雨降ってるぞ」

「そんなの気にしない気にしない」

　そう言うとさくらはおじさんの元へ近づいて、

「それじゃあ、親父。さっさと出てってくれる？」

「さくらよ。いくら中根君と二人きりになりたいからといって、父に暴力を振るうのは感心しないぞ」

「それ以上言うと、本気で殴るわよ」

「わかったわかった。邪魔者はすぐに退散することにしよう。ところで、中根君」

「はい？」

　いきなり話しかけられ、立ち上がっておじさんのほうを見る。

「避妊はちゃんとしなくちゃダメだぞ。ちゃんと持っているか？ないならこれを―――」

「死ね、このバカ親父！！」

　おじさんがポケットから避妊道具を出そうとした瞬間、さくらの跳び蹴りが彼の顔面に再び突き刺さったのだった。

　そのあと、宣言通りにさくらはおじさんを簀巻きにして外に放り投げ、放置した。
　そして、庭から聞こえてくる「しくしくしく……」という悲しい泣き声を聞きながら、俺とさくらはしばらく談笑したのだった。

　それからしばらくして、雨足も弱まり、俺はそろそろ帰ることにした。

「お茶、ありがとな」

「ごめんね。せっかくくつろいでもらおうと思ったのに、変な父親がいて」
　わざわざ外まで見送りにきてくれたさくらが、そう言った。

　まあ、確かに変な人だと思う。

「お前のおじさん。普段何やってる人なんだ？」

「何って、ただの薬品会社に勤めてるサラリーマンだけど」

「薬品会社……」
　さくら父の姿を思い浮かべてみる。

　……それって、もしかして頭に麻とか、覚醒とかつく薬じゃ……

　とは、もちろん怖くて聞かないことにする。

「ははは。それじゃ、俺はもう帰るわ」
「うん。また明日ね」

「中根君。次に来るときはお義父さんと呼んで―――」
「フンッ！」

　どぐしゃっ
　そんなさくら父の顔面に、さくらの蹴りが再びめり込んだのだった。
共通ルート１６へ

さくらルート１２（七月十六日）

「しんちゃん！！」

　ばんっ！

　二時間目の休み時間、里美がいきなり俺の机に壊れんばかりの勢いで手をたたきつけた。

　いや、訂正する。ちょっと壊れた。机が軽くひしゃげている。

「い、いきなりなんだよ？」

「これはどういうこと！？」

　そう言って里美が差し出したのは数枚の写真。

　そこに写っていたのは一昨日の俺とさくらが仲良さげにアイアイ傘で帰っているところだ。

　……あはは。これって、マジやばくない？

「しんちゃん。私信じてたの。

　一昨日、しんちゃんがあのゴリラとアイアイ傘で帰ったなんてガセネタだと思ってた。それで昨日今日と調べていたら、ついさっき、写真部の部長が善意でこんな写真を渡してくれたわ」

　何が善意だよ。写真部の部長、里美に締め上げられたんだな。隠し撮りなんかするからそんな目に合うんだ。俺は同情なんてしないぞ。
「納得のいく説明、してもらえるよね？」

　里美の額に青筋が浮かんで見えるのは気のせいだろうか。ぜひとも気のせいであってほしいのだが……

「しんちゃん！」

「は、はいぃ！」

　何か答えなきゃ！

　このままじゃ―――暴れる！？
「いや、里美。これはな、さくらが傘なくて困ってたから仕方なく―――」

「やっぱりあの女がいけないのね。しんちゃんが優しいからって、それを利用するなんて！

　もう我慢できない。あのゴリラ、殺すわ」
「わ～、待て待て！何物騒なこと抜かしてんだお前！」

「止めないで、しんちゃん。これは私たち二人の幸せのためには必要なことなの。大丈夫、私は負けたりしないから心配しないで」
「今のセリフに対していろいろ言いたいところはあるが、とにかくやめろ！」
「私たちの未来のためなの。わかって、しんちゃん！」
　里美の両肩にしがみついて押さえつけようとするが、里美は俺を引きずって歩き出す。

　くっ、なんてパワーだ！

　このままじゃ、抑え切れない！

　クラスの連中は、触らぬ神になんとやら、助けてくれる様子はない。というか、たとえ手伝ったところで里美を止めることはできないと理解しているのだろう。

「あれ、真と豚、二人で何やってんの？」

　とそこへ、がらっと教室のドアを開けてこの場に最も来てはいけない人物が入ってきてしまった。

「さ、さくら……お前、なんでここに」
「なんでここにって、そりゃあ、自分のクラスだもの。戻ってくるのは当然でしょ」

「ご～り～ら～」

　里美がゾンビでもちびって逃げ出したくなるような声を上げながらさくらに迫る。

「なによ。豚面がもっと豚面になってるわよ」

「あんたを……コロス！」

「のわっ！？」

　里美の豪腕をさくらは寸でのところで回避。
「いきなり何すんのよ！」

「問答無用！」

「くっ―――！？」

　里美の上段突きを、さくらは身体を半身にしてぎりぎりかわし、さらに里美の背中に回りこみ肘打ちを叩き込んで、距離を取る。

「ねえ、真。この豚、いったいどうしたって言うの？」

　立ち位置が変わったことで、俺のそばに来たさくらが聞いてくる。

「一昨日、俺とお前が一緒に帰っただろ。それで、里美がキレたんだよ」

「ああ、あのこと」

「しんちゃんとアイアイ傘で帰るなんてこと、私しか許されない行為なのよ！それなのに、あんたは！」

「そんなこと言われてもね。真が入っていって良いって言ってくれたんだし」

「あれは、お前が脅したんだろ！」

「そうだっけ？」

「そうだよ！」

「ま、細かいことはどうでもいいでしょ」

「細かくねぇ！」

「おい、豚。真が許可くれたんだから、アタシが真の傘に入ったってかまわないでしょ。それをぐだぐだぐだぐだ。真はあんたのものじゃないんだからね」

「しんちゃんは私だけのものよ！しんちゃんとは小さいころから赤いロープで結ばれているんだから！」

「赤い糸じゃないところが妙にあんたらしいけど、ロープで真を一方的にふん縛って、それで満足？」
「しんちゃんはそれを望んでいるわ」
「ハッ、冗談。真はそんなこと望んでいないわ」

　バチバチバチッと、火花を散らす二人。

　俺を含むクラスのみんなは、とばっちりが来ないところに避難してただその様子を見守っているだけである。

「あんたとは何を話しても無駄ね。もう、面倒だから決着をつけようじゃない」

「いいわよ。表に出なさい」

　そしてそのまま、教室を出ていく二人。
「……なあ、真。止めなくていいのか？」

「止められると思うか？あの二人を」

　誰かが言ったその言葉にそう返すと、誰も何も言わなくなった。

　みんなわかっているのだろう。あの二人を止めるのは、一般人では不可能だと。

　あっ、二人が出てきた。

　校庭に二人が姿を現し、互いに構える。
　今日の強い風が、いい感じに二人の間を流れている。

「さ～て、授業やるぞ～。みんな席着いて～」

　いつの間にか始業のチャイムが鳴っていたらしい。沢野先生が教室に入ってきた。
「ん、何やってるの？みんなで窓の外を見て」

「それが……」

　みんなで校庭にいる里美とさくらを指す。
「大貫と山吹ね。まったく、あいつらも成長しないわね」

　先生はやれやれと頭を振ると、窓から顔を出して―――
「コラー！授業もう始まってるわよ！」

　と、眼下の二人に対して怒鳴った。しかし―――

「………………」

　下の二人はあっさり無視してくれた。

「………………」

　やばっ、沢野先生。マジでキレてるっぽい。

　浮かべているのは微笑だが、目が笑ってない。

　懐から、何かを取り出すと、二人に向かって無言で投げつけた。

　その何かが、見た目が手榴弾っぽく見えたので全員速攻で窓から離れる。

　瞬間――

　とんでもない質量の光が窓の外で一瞬弾けた。

　あわてて窓に駆け寄って下を見ると、あの二人が目を回して倒れている。

　見た感じ、特に外傷はなさそうだけど……

「いいい、今のなんなんですか！？」

「何って、ただの閃光弾よ。殺傷能力はないから心配する必要はないわ」

「閃光弾って……」

　下の階で授業やってたらどうするんだよ。

「大丈夫よ。ここの下の一階では、この時間、授業は行われていないわ」
　俺の疑問が顔に出ていたのか、沢野先生はそう言ってきた。

　つくづく思うんだけど、こんな教師を野放しにしてていいのか校長？

「さて、それじゃあ、あの二人はしばらくあのまま頭を冷やしてもらうとして、授業始めるわよ～」

『は～い』

　クラス全員が沢野先生の言葉に素直に従った。

　結局は、この人が最強なんだと思う。

さくらルート１３（七月十七日）

　唸りを上げる強風とバケツをひっくり返したような大雨。

　朝起きると、外の様子はそうなっていた。

　これ以上ないくらい台風といった感じの天気だ。

　とりあえず、目も覚めてしまったことだし下に降りるか。

「おはよ。姉さん」

「おはよう。流石の真哉も、こんなに風がうるさくちゃ、二度寝はできなかったのかしら？」

「やろうと思えば、二度寝できるけど？」

「頼むから、そんなことにやる気出さないで」

　姉さんと、そんな朝の軽口を叩きあいながら朝食を食べてしまう。

「今日一日はこんな天気だって。今日が休みでよかったわね」

「そうだね。今日は特に予定なかったし―――って、あれ？」

　本当にそうだっけ？

「どうしたの、真哉？」

「あ、なんでもない」

　今日は七月十七日。別に特別な日ってわけでもないし、予定があるなんて気のせいだよな、うん。

　だけど、自分でそう思っても、何か納得できないでいる自分がいる。

　おっかしいな……

　何か……何か忘れている気がする。
　七月十七日、日曜日……って、

「ああ！！」

「わっ、びっくりした。どうしたの、いきなり大声出して」

「さくらだ」

「桜？」

「さくらとの約束、今日だった」

「え、真哉。何言ってるの？」

「あ、いや。ちょっと約束思い出してさ」

　そうだそうだ。さくらが保険体育のテストで里美に勝って、それで俺に指定した日が今日だ。

　いや～、今の今まで忘れてた。

「今日、約束があるの？」

「うん」

「でも、この天気よ。その約束ってどうしようもないんじゃない？」

「そうだね」

　確かに、いくらさくらでもこの台風だ。今日は家でおとなしくしてるだろう。

　それに、もとはといえば無理矢理押し付けられた約束だ。わざわざ気にすることもないか。

「ま、結局は今日一日、家でごろごろしてるよ」
　俺は姉さんにそう言って、自室に戻ることにした。

　さ～て、今日は何するかねぇ……
　やり途中のゲームでもやりますか。
　と、いうわけでレッツプレイ！
　ふんふふ～ん♪

　鼻歌を歌いながら、現れる敵をがんがんぶっ飛ばす。

　最近のＲＰＧって、こうさくさく進むのが多いよな。謎解きも簡単だし、これが流行なのかね。

　と、そこへ―――
　♪♪～

「ほぇ、やべっ、滑った！？」

　いきなり携帯が鳴ったので、コマンドを滑って変なことをしてしまう。

「ったく、誰だよ……って、さくら？」

　携帯のディスプレイには山吹さくらと出ていた。

　何だろ……今日の埋め合わせをいつしようって話か？

　まあ、それは出てみればわかるか。

「はい、もしもし」

「あ……真……」

　ん、妙に聞こえにくいな。

「どうした？」

「ど……じゃないわ……なんで、来な……」

「え？」

　どういうことだ？
　もしかして、こいつ―――

「お前、今どこにいる？」

「公え……待ち合わ……」
「このバカ！」

　時計を見ると、もう十一時だ。時間通りに待ち合わせ場所に行っていたとしたら、さくらは一時間台風の中で待っていたことになる。

「この台風で、そんな長いこと待ってるやつがいるかよ！」

「だって……」

「ああもう、今から行くから！ちょっと待ってろ！」

　そう言って、有無を言わさず電話を切ると、一回まで駆け下りて玄関に向かう。

「姉さん。ちょっと外出てくるから！」

「外って、真哉！？」

　姉さんの制止の声も聞かず、俺は外へと飛び出した。

　とんでもない横殴りの風に、大粒の雨。
　持って出た傘は数秒でダメになり、濡れるのを覚悟で待ち合わせ場所の公園まで全速力で突っ走る。

　幸いなことに、あの公園は家から結構近い。
　五分も走れば着く距離だ。

「あと、もうちょっと……って、うわぁっ！？」

　ププー、という音ともに目の前を白色の乗用車が通っていく。

　あぶな……あと一歩踏み出してたら、轢かれてたな。

　視界が悪いのと、雨の音で車の接近に気づかなかった。こういう日こそ交差点は気をつけなきゃいけないのか。泥水を頭からかぶってしまったが、おかげですこし勉強になったぜ。

「って、今はそんなことより！」

　左右を確認して、車が来ていないことを確認してから再びダッシュ。

　そして、ようやくその場所に到着した。

　この市民公園は、それなりに大きいので普段の休日なら、多くの人の憩いの場としての役割を果たすが、今日みたいな日は人っ子一人いない。
　そう。ただ一人、公園の入り口で立ちすくむ、さくらをおいては……

「さくら！」

「真……」

　話しかけると、さくらは顔を上げた。その唇は驚くほど紫色に変色している。

「このバカ！」

「バカって何よ！約束すっぽかしたの、真のほうじゃない！」

　良かった。怒鳴り返す元気は残ってたか。

「ほら、行くぞ」

「行くってどこへ？」

「俺の家。ここからならお前の家より近いからな」

「え？」

　俺はすぐにさくらの手を取って歩き出す。抵抗がないことから考えて、さくらも了承してくれたらしい。

　まったく、こんな手が冷たくなるまで濡れてやがって……

「ただいま！」

「真哉！あなた、今までどこに行って―――って、その子は？」

　玄関で出迎えてくれた姉さんが、俺の後ろのさくらを見て聞いてきた。
「姉さん。とりあえずこいつの着替えお願い。俺は風呂沸かすから」

「え、ええ。わかったわ」

「……お邪魔します」

　俺はすぐさま風呂場に飛び込んでお湯をはり、さくらを風呂場に突っ込んで外に出る。

　そして、取っておいたバスタオルを出すと、俺自身もびしょびしょになっている身体を拭いて、自室に戻って着替えてしまう。

　姉さんに、事情を説明しなきゃな。

　そう思って下に降りると、姉さんがあったかい紅茶を淹れてくれた。
　身体の中から温まり、冷えた身体に心地良い。
「それで、真哉。あの子、いったいどうしたの？」

「さっき言った約束って、あいつとのだったんだ。それで、さくらは台風だっていうのにずっと外で待ってたみたいでさ」

「そうだったの」
　がしゃぁっ

　そこでいきなり風呂場から何かが倒れるような音が聞こえてきた。

「―――！？」

　すぐさま風呂場に直行し、ドアを開ける。
「さくら！」

　そこにはさくらが裸で倒れていて――
「わわわわわわっ！？」

　あわてて目を瞑って後ろを向く。

　やばい。見えちまった。いや、しかしこれは人命救助であってやましい気持ちなどこれっぽっちもない。そうだ、早くさくらを助けなくてはいけないんだ。そのためにさくらの裸を見るのは不可抗力であり、決して責められる要素など―――

「真哉！ぼさっとしてないで、さっさと出て行く！」

「え、あ、うん」

　目を開けてさくらの方を見ると、すでに姉さんがさくらの身体にバスタオルを巻いていて、何か残念なようなほっとしたような複雑な気分だ。

「いつまで見てるの！」

「ご、ごめん！」

　風呂場からすぐに飛び出し、心を落ち着ける。

　それにしても、さくらのやつ、なんでいきなり倒れたんだ？

　やっぱりずっと待っていたからだよな。まさか、それで肺炎とかになったりしたら―――

「真哉」

「え、あ、さくらは？」

「とりあえず、私のパジャマを着させたから。さくらちゃんを早くベッドまで運んでくれる？」

「うん」
　さくらを背負って、俺の部屋へ。すぐさまベッドに寝かせ布団をかける。

「ちょっと待ってろよ。氷枕とか、用意してくるから」
　下に降りると、すでに姉さんが薬やらなんやらを準備して持っていこうとしているところだった。

「真哉。あの子の面倒は私が見るから、その間にあなたはお風呂に入っちゃいなさい」

「え、でも」

「あなただって、雨に打たれてるの。心配なのはわかるけど、しばらくは私に任せて」

「………………」

「大丈夫。あなたがお風呂から上がったら、代わってあげるから」
　確かに姉さんの言うとおりだ。

　さくらの面倒を見ていて、俺まで風邪引いたらバカみたいだしな。　

「わかった。それじゃあ、姉さん。ちょっとだけ任せるよ」
「ええ」

　・
　・

　・

　風呂から上がって自室に戻ると、姉さんが絞ったタオルをさくらの額に乗せているところだった。

「姉さん。どう、さくらは？」

「大丈夫だと思うけど、しばらくは安静ね」

「代わるよ」

「……わかったわ」

　姉さんは立ち上がって、代わりに椅子に俺が座る。

「それじゃあ、私は下にいるから、何かあったら呼びなさい。あと、薬はそこに置いてあるから、起きたら飲ませてあげてね」

「うん」

「それと、絶対に変なことしちゃダメよ」

「しないって！！」

「あはは。それじゃあ、よろしくね」

　そう言い残して、姉さんは俺の部屋から出ていった。

　まったく、なんてことを言い残していくんだよ。

　いくら俺が健康優良児でも、風邪で寝込んでいるさくらになんかするわけ―――

　と、そこでさっき倒れたさくらの裸体を思い浮かべてしまう。

　あのとき、俺って結構煩悩があったような……

　いかんいかん！

　あのときはあのとき！今は今だ！

　今は決してさくらを見てそんな感情になどなったりしない！なってはいけないのだ！
「……真？」

「さくら、安心しろ。俺は別にお前を襲ったりなんか―――って、気づいてたのか！？」

　さくらが薄目を開けてこっちを見ていた。

「今、起きたんだけど……なに、アタシのこと襲う気なの？」

「襲わない襲わない襲わない！」

「本当に～？」

「本当だって！」

「ならいいけど。今の状態じゃ、抵抗できそうにないし」

　俺にだってそれくらいの理性はあるんだ。いったいこいつは俺のことをどういう目で見てたんだか。

「ねえ、真。ここ、どこ？」

「ああ、俺の部屋だ。お前は風呂場で倒れたんだよ」

「そっか。そういえばそうだったね。

　ところで、真。もしかしてアタシの裸、見た？」
「……………………見てないぞ」

「なに、その間は？」

「いや、あれは不可抗力であって俺は見たくて見たわけでは」

「結局は見たのね」

「……はい、ちらりとですけど」

　こういうとき、男っていうのは立場が弱いもんである。

　思わず敬語になって縮こまってしまう。

「まあ、いいわ。今のアタシじゃあんたをどうこうできないし。それで、このパジャマは？」

「姉さんのだよ」

「そっか。お礼、言っておいてね」

「ああ」

　そこで、会話が途切れてしまう。

　やっぱりつらいのだろう。

　さくらと話していても、いつもの覇気がない。

「薬飲むか？」

「うん」

　さくらの上半身を起こすのを手伝ってやり、薬を飲ませる。そしてまた、横にして……
「ごめんね、真。なんか迷惑かけて。お姉さんにも」

「気にすんな。俺も悪かったんだしさ」

「え？」
「お前がまさか約束の場所に行くとは思ってなかったからさ。事前に連絡しておけばこんなことにはならなかったし。ごめんな、さくら」

「………………」
「ほらっ、もう一眠りしろよ」

「……うん。そうする」

　俺がそう言うと、さくらは素直に目を閉じた。
　しばらくすると、薬が効いたのか寝息を立て始める。

　俺は、起こさないようにそっと電気を消して部屋を出た。

　この後、夕方になって台風が収まったころ、さくらのおじさんに迎えに来てもらってさくらは帰ったのだった。

　台風も過ぎたし、ずいぶん静かな夜になった。

　窓から外を見れば、さっきまでの嵐がうそのように星が見えている。

　台風が全ての雨雲を連れて行ったのだろう。

　今日は昨日と違ってゆっくり眠れそうだ。明日は休みだしちょうど良い。

　ハッピーマンデー法に大感謝だぜ。

　というわけで、ベッドにダイブ。
　そこで、普段のシーツとは別の匂いがすることに気づいた。

「あれ、なんでだ？」
　って、さくらか。そういえば、あいつ、ここで寝てたんだっけ。

　……大丈夫、だよな。あいつ……

　まっ、親父さんがついてるんだし、俺が心配してもしょうがないか。

　つうわけで、おやすみなさ～い。
共通ルート１９へ
